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1.　本研究は， 近代社会において発刊 された４種の生

活総合事典m 治39 年版・昭和２年版・昭和 ９年版・昭

和37 年版)に採録さ れた食 生活 にかか わる事項(約7000

項目)を調査し， これをも とに， 明治初年以 降，今 日に

いたる まで，一般国民， とりわけ主婦が，こ の面で身 に

つけ てきた， または身につけるよ うに期待 され てき た教

養が，量的ないし，質的 に， どのような変動過程をた ど

ったか につい て分析する。 そし て，こ のことにより，将

来の家庭生活，家庭教育 のあ り方 につい て，示唆を うる

こ とを もっ て目的 とする。

2,3. すでに第 ３ 報 までに(本学会第19 －21 回総会

で発表)， 上記7000 項目 中， 食品・嗜好品・料理品・

調理技法・調理機器な どの調査結果につい て発表し た。

今回は，更 に，食品関係科学， とりわけ栄養に関す る事

項を検討す る。こ の分野は，各事典に より，す なわち年

代の推移に伴っ て，取 り扱い方 にも，解 説内容 に 仏 顕

著な変動が生じ 七い るので，こ の面に重 点をかけて調査

を進 めた。そし て，こ うし た変動 を支え る歴史的要 因を

分析し てみるために，一方 では，食品化 学，栄養化 学，

生化学 などの一般的 な発達 過程 と対照 させ，他方 では，

主 とし て女子 中等教育機関 におけ る食物教育，特 に栄養

指導 の変動過程 との対応を試 みた。 その結果，家庭教育

ないし家庭科教育史 の上 で，重要 ではない かと思われる

いくつ かの結果が得 られたので， 発表 を希望 することと

した。


